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項目 内容

開催理念

・「豊富な森林資源の循環利用」を進めるとともに、森林の持つ公益的機
能の確保

・県民の緑化意識の醸成、みどりあふれる郷土を未来の子どもたちにつな
いでいく

・本県の歴史・文化など数多くの魅力を全国に発信

基本方針
・未来に向けて多様で豊かな森林を守り育て、人と森林の理想的なかかわ

りへつなげていく大会
・岡山県の豊かな自然や歴史・文化等の魅力発信

大会テーマ 「晴れの国 光で育つ 緑の心」

シンボルマーク
・

大会ポスター
原画

開催会場

式典会場：ジップアリーナ岡山（岡山市北区）

サテライト会場： ＰＲ会場：
GREENable HIRUZEN（真庭市） イオンモール倉敷（倉敷市）

開催規模 約2,000人（県外招待者950人、県内招待者900人）

開催時期 令和６（2024）年春

（イメージ図）

第１章 開催概要
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ジップアリーナ岡山

第２章 式典行事計画

■式典進行プログラム

時間 区分 プログラム 進行内容

50分程度 プロローグ プロローグアトラクション

森林の軌跡
・招待者を歓迎する気持ち

を表現
・おかやまの林業の歴史や

森林と人の関わりを紹介

60分程度 記念式典

天皇皇后両陛下 御到着

開会のことば 国土緑化推進機構副理事長

三旗掲揚・国歌斉唱

主催者挨拶
大会会長（衆議院議長）、
岡山県知事

天皇陛下のお言葉

表 彰 緑化功労者などへの表彰

苗木の贈呈
贈呈：児童・生徒
受贈：農林水産大臣、

環境大臣

天皇皇后両陛下お手植え・お手播き
代表者記念植樹

メインアトラクション
森林への想い
・森林への想いや都市との

つながり、決意を表明

大会宣言 国土緑化推進機構理事長

リレーセレモニー 次期開催県への引継ぎ

閉会のことば 岡山県議会議長

天皇皇后両陛下 御退席

30分程度 エピローグ エピローグアトラクション

豊かな森林を次世代へ
・岡山の豊かな森林を次世

代へつなげていくことを
全員で確認し、全国に発
信
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皇后陛下お手播き樹種

ヤマザクラ イロハモミジ

項目 内容

代表者記念
植樹計画

・招待者代表は、式典会場内で、天皇皇后両陛下の２本目のお手植えと同
時にそれぞれ１本ずつ実施

・樹種は、天皇皇后両陛下のお手植えと同じ樹種
・代表者記念植樹木は、アフター地域植樹等において、本県の森づくりに活用

各県代表者等
植樹計画

・各県代表者等は、式典会場周辺で、式典開始前にそれぞれ１本ずつ植樹を
実施

・樹種は、天皇皇后両陛下のお手植えと同じ樹種
・各県代表者等植樹木は、アフター地域植樹等において、本県の森づくり

に活用

各県代表者への
苗木の贈呈

・県外招待者には、岡山後楽園を彩る樹木から育てた苗木を贈呈
・全国各地において植樹をしていただくことにより、岡山から全国へ、身近

なみどりの創出につなげる

地域植樹計画

・令和５年度を中心に県民参加による植樹を実施（県内６カ所）
・岡山県の気候風土や会場の特性に適した樹木を植樹
・児童など県民が育てた苗木も使用
・木工体験等のイベントを併催し幅広い世代の県民の皆様が参加

天皇陛下お手植え樹種 皇后陛下お手植え樹種

アカマツ ヒノキ スギ クロガネモチ アテツマンサク キクザクラ

第３章 植樹行事計画

■代表者記念植樹計画等

■天皇陛下お手植え樹種
県を代表する有用な樹木３種を選定

■皇后陛下お手植え樹種
県にゆかりのある花や実の美しい樹木３種を選定

■天皇陛下お手播き樹種
将来にわたり林業を支える樹木２種を選定

■皇后陛下お手播き樹種
四季折々の景観を形成する花や紅葉の美しい樹木２種を選定

３

天皇陛下お手播き樹種

ヒノキ スギ



■飾花計画

＜御座所＞

・既存施設の活用など経費削減を図ることを基本とします。
・県産木材を積極的に使用します。
・使用した県産木材は、再使用及び再生利用等を行います。

＜ＣＬＴゲート＞

第４章 式典会場等整備計画

項目 内容

式典会場

会場レイアウトや構造物等について
は、安全性や機能性を考慮し、全て
の参加者が安心して快適に参加でき
るよう配慮します。

おもてなし
広場

式典会場と隣接しておもてなし広場を
設置し、招待者に岡山の魅力をＰＲし
ます。

■主要施設計画
県産木材を使用し伝統木工技法である組子で表現した岡山らしいデザイン

■施設配置計画 ＜敷地図＞

＜会場内工作物＞

木製ベンチ 木製プランターカバー
第71回全国植樹祭（島根大会）

項目 内容

式典会場
各エリアの区分や招待者の動線を明確にするとともに、会場の
雰囲気を引き立てるよう、プランター等を設置

サテライト会場
ＰＲ会場 プランター等を設置
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第５章 運営計画

■レセプション計画
【主 催】岡山県
【開催日時】全国植樹祭開催の前日
【出 席 者】・中央特別招待者

（国務大臣、公益社団法人国土緑化推進機構会長、次期開催県知事 等）
・県外特別招待者

（県選出国会議員、緑化功労者、代表表彰者 等）
・県内特別招待者

（県議会議員、市町村長、緑化功労者、実行委員会委員 等）
※レセプション前に作品御覧を実施

■受付計画
・招待者（特別中央招待者等を除く）については、県総合グラウンド内受付会場にて受

付を行います。
・必要に応じて受付業務の補助等の対応がとれるよう、関係者と連携を図ります。

区分 受付種類 受付場所 内容

当日① 会場受付 県総合グラウンド
①本人確認
②大会用品の配付

当日② 入場チェック 式典会場
①手荷物・ＩＤカードの確認、

持込禁止品の預かり
②金属探知機

項目 内容

医療救護所の
設置

・県総合グラウンド内に設置

衛生対策
・保健所等の協力を得て、衛生対策体制を整備
・国のガイドライン等を踏まえて、本大会における必要な計画・方針を作成 等

■医療・衛生計画

５

項目 内容

消防・防災 ・会場内は、喫煙所を除き全て禁煙とし、消火器を設置 等

警備
・警察等関係機関と協力して警備を実施
・金属探知機等による持ち物検査や入場者の確認を実施 等

■消防・防災・警備計画



■招待者行動計画

式典当日の行程

第５章 運営計画

６

第６章 宿泊・輸送等計画

項目 内容

宿泊計画
・式典会場までのアクセス等を考慮した適切な宿泊エリアを選定

・食事については、本県の食を楽しんでいただけるよう工夫 等

輸送計画
・公共交通機関を最大限活用し、環境に優しい移動手段を基本とする
・中央特別招待者には警備上支障のない車両を使用
・実施本部員・協力員等は当日会場参集 等

県外招待者 県内招待者 県外招待者 県内招待者

特別招待者 一般招待者
時間 全体進行

中央

特別招待者

宿泊施設 宿泊施設自宅

宿泊施設

入場・着席

おもてなし広場

8:00

プロローグ

エピローグ

式 典

式

典

行

事

10:00

プロローグ

式 典

エピローグ

代表者記念

植樹

おもてなし広場

11:00

9:55 完全着席

12:00

13:00

14:00

駅等
帰宅・視察

コース参加
帰宅

入場チェック・着席

各県代表

者等植樹

各県代表

者等植樹

各県代表

者等植樹

自宅

9:30

自由行動

※おもてなし広場にてお楽しみいただけます。

帰宅・視察

コース参加
帰宅



式典会場・サテライト会場・ＰＲ会場
周期イベント会場
地域植樹会場

第７章 記念事業等計画

第74回全国植樹祭の開催理念を広め、機運の醸成等を図るとともに、森づくりや木材利用の
必要性について、県民の皆様に広く啓発するため、記念事業等を実施します。

項目 内容

周期イベント

令和5(2023)年5月20日に１年前イベントを開催(岡山市：西大寺緑
花公園・百花プラザ)

200日前、100日前、アフターイベントを開催

緑化意識・機運醸成
イベント

令和５年度を中心に開催

地域植樹
令和４年度から県内6か所（津山市阿波、津山市市場、高梁市有漢町
有漢、新見市大佐小阪部 鏡野町上齋原、勝央町岡）で開催

苗木のホームステイ・
スクールステイ

記念事業等で活用する苗木の育成体験を実施。この取組により森林
や身近なみどりの大切さについて、多くの県民の皆様に知っていた
だく

全市町村参画による
記念植樹

令和５年度を中心に、県内市町村において、記念植樹を実施

「木製地球儀」巡回展示 大会シンボルである「木製地球儀」を県内各地で巡回展示

記念誌の発行
式典行事、植樹行事をはじめ、各種記念行事などの取組を記録誌に
まとめ、関係機関等に配布

■記念事業

<周期イベント及び地域植樹会場位置図＞

７

＜併催行事＞
全国林業後継者大会

【時期】令和６(2024)年春（第74回全国植樹祭の前日）
【場所】津山市内



第８章 広報・協賛計画

・広報宣伝や協賛募集を通じて、第74回全国植樹祭の開催理念、基本方針及び内容、大会
に向けた様々な取組等について、広く普及・浸透を図り、開催への機運を醸成していくと
ともに、今回の大会を本県の魅力を全国に発信する絶好の好機ととらえ、効果的なＰＲを
行います。

・広報媒体の特性を生かした情報発信により、効果的な広報活動を実施します。また、
ＳＮＳを活用し若い世代への情報発信も行います。

・ロゴマーク及び大会ポスター原画を活用し、第74回全国植樹祭の開催を県内外に広報しま
す。

項目 内容

インターネットの活用

・公式ホームページを開設するとともに、ＳＮＳの活用等を通じて、各種
イベント・ 取組等に関する情報を積極的に発信

・各種問い合わせや申し込みなどについても、インターネットを効率的
に活用

公共広報媒体の活用
・県及び各市町村の広報媒体を有効活用し、広く県民に向けて、きめ細

かい情報提供とＰＲ活動を実施

マスメディアの活用
・第74回全国植樹祭、記念事業等に関する情報が広く発信されるよう、

テレビ、ラジオ、新聞等の各報道機関への情報提供を積極的に実施

企業・団体との連携
・ロゴマーク等の使用を広く呼びかけるなど、県内を中心とした企業・

団体の支援協力による広報活動を通じ、第74回全国植樹祭を周知

植樹祭情報紙の発行
・「全国植樹祭だより」を発行し、開催準備状況や記念事業の実施状況等

について情報発信

ＰＲグッズの作成・
配付

・ロゴマーク等を用いた各種ＰＲグッズを作成・配布し、開催の周知と
機運を醸成

■広報計画

■協賛計画

項目 内容

資金協賛 開催に要する資金（協賛金）の提供

物品協賛 開催に要する物品（協賛物品）の提供

その他 開催に要する機器等の無償貸与、役務の提供、広告掲示等による協力

８



【表紙写真】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

９

⑩

①高梁川

②ヒノキ人工林（新見市）

③備中神楽（国指定重要無形民俗文化財）

④清水白桃（栽培面積全国一位：Ｒ元）

⑤ピオーネ（栽培面積全国一位：Ｒ元) 

⑥備中国分寺（総社市）

⑦岡山城と岡山後楽園（岡山市）

⑧蒜山高原とジャージー牛（真庭市）

⑨瀬戸内海と瀬戸大橋

⑩特別史跡 旧閑谷学校（備前市）



第74回全国植樹祭 基本計画
令和５年１月

第74回全国植樹祭岡山県実行委員会事務局
（岡山県環境文化部全国植樹祭推進室内）

〒700-8570 岡山県岡山市北区内山下２丁目４番６号
電話番号：086-226-7872 ファクシミリ番号：086-226-7885
ホームページ：https://www.pref.okayama.jp/site/syokujusai2024/

または、「第74回全国植樹祭」で検索してください。


